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巻 頭 言

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
経
済
活
動
が
本
格
化
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
ま

で
の
３
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
加
え
、
地
球
温
暖
化
問

題
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
中
小
企
業
の
経
済
活
動
を

阻
害
す
る
多
く
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
期
間
で
し
た
。
こ

の
厳
し
い
期
間
を
耐
え
ら
れ
た
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
は
、

現
在
、
自
社
の
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
戦
略
を
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
持
続
的
発
展
の
た

め
に
は
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
人
口
問
題
や
情

報
化
な
ど
幾
つ
か
の
外
的
環
境
の
動
向
を
把
握
し
て
お
く

べ
き
か
と
思
い
ま
す
。
地
球
が
生
産
で
き
る
資
源
と
人
間

活
動
が
消
費
す
る
資
源
の
比
を
地
球
の
面
積
で
表
す
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
値
は
世
界
平
均
で
既
に

１
・
７
と
な
っ
て
お
り
、
地
球
が
１
・
７
個
な
け
れ
ば
現
在

の
人
間
活
動
を
持
続
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
仮
に

世
界
中
の
人
々
が
日
本
と
同
じ
活
動
を
す
る
と
２
・
８
個

の
地
球
が
必
要
で
す
。
既
に
資
源
は
枯
渇
の
一
途
を
辿
っ

て
お
り
、
資
源
の
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
）
は
経
済
活
動
の
必
須
項
目
と
捉
え
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
地
球
環
境
に
目
を
向
け
る
と
、
化
石
燃
料
大
量

消
費
に
起
因
す
る
温
暖
化
に
よ
り
異
常
気
象
や
氷
河
・
永

久
凍
土
消
失
な
ど
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
気
・
海

洋
環
境
の
変
化
に
よ
り
現
在
の
農
林
水
産
業
の
継
続
も
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
気
温
上
昇
に
よ
る
水
・
雪
氷

の
蒸
発
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
一
つ
で
あ
る
水
蒸
気
の
大
気

中
濃
度
を
高
め
、
永
久
凍
土
の
消
失
は
地
中
の
メ
タ
ン
ガ

ス
の
放
出
を
も
た
ら
し
、
大
気
中
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
増

え
な
く
て
も
地
球
温
暖
化
が
自
発
的
に
進
展
し
て
し
ま
う

局
面
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
水
力
、
風
力
、

太
陽
光
、
地
熱
等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
グ
リ
ー

ン
水
素
、
小
型
原
子
炉
な
ど
の
環
境
親
和
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
と
導
入
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
小

企
業
経
営
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
へ

の
参
入
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
証

取
得
の
観
点
か
ら
も
推
進
し
て
い
く
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

世
界
人
口
は
増
加
の
一
途
を
辿
り
深
刻
な
食
糧
・
貧
困
問

題
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
の
人
口
は
既
に

減
少
し
始
め
、
２
１
０
０
年
に
は
５
千
万
を
切
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
人
口
が
半
減
す
る
中
で
企
業
経
営

を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
場
・
労
働
力
・
業
務
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
情
報
化
が
肝
要
で
す
。
20
年
後
に
は
Ａ

Ｉ
の
能
力
が
成
長
し
機
械
的
知
性
が
人
間
の
知
性
を
超
え

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
成
系
Ａ
Ｉ
に
は
情
報
漏
洩
や

著
作
権
問
題
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
を
含
め

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
利
用
方
法
の
工
夫
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

創
造
や
業
務
効
率
改
善
、
企
業
ノ
ウ
ハ
ウ
の
維
持
・
継
承
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
有
効
な
手
段
と
な
り
え
ま
す
。

　

神
戸
市
産
業
振
興
財
団
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
社
会
情

勢
に
留
意
し
な
が
ら
、
市
内
中
小
企
業
の
起
業
・
創
業
支

援
、
人
材
育
成
支
援
、
販
路
拡
大
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
、
経
営
支
援
、
事
業
承
継
支
援
を
神
戸
市
・

兵
庫
県
並
び
に
近
隣
の
産
業
支
援
団
体
と
協
力
し
て
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
持
続
的
発
展
の
一
手
段
と
し

て
当
財
団
を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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